
不審者対応訓練
校長　古谷　勉
先日、牛込警察・生活安全課の警察官を講師としてお招きし、11月７日に行われる不審者対応訓練のための事前研修会を行いました。冒頭、講師からは「これは避難訓練ではありません。不審者に先生方が対応する訓練です。」という話がありました。教職員が子どもを守るために協力し、不審者を制圧するための訓練であると釘を刺されたのです。余丁町小に赴任した当初の訓練は、教室に子どもを待機させ、戸口を施錠し机や椅子でバリケードを張り、不審者を中に侵入させないようにして、教員もその場で子どもを守るというものでした。しかし、実際に起こった事件をきっかけに、他地区の学校の教職員と一緒に不審者対応を考えた講師の警察官が、それまでとは異なる訓練を提唱、指導してくださるようになりました。今年で３年目になります。
　訓練は、子どもを教室に待機させるとともに、不審者を子どものいる階には上げず、１階昇降口付近に多くの教職員を集め、制圧するという内容です。昨年も実際にさす股や傘などをもってナイフ（玩具）をもった不審者役の警察官と対峙しましたが、たいへん緊張度の高い訓練でした。以前知り合いの警察官が110番通報のあった家を尋ねたところ、いきなり包丁をもった男が向かってきたため、思わず退避したと聞いたことがあります。全力で子どもを守ろうと考えていますが、警察官であっても身の危険を感じるような状況に出くわした時、不審者を制圧できるのか不安は残ります。その不安を払拭する意味でも、真剣に訓練に臨みたいと考えています。
　大阪池田小学校で起こった事件以来、学校は必ずしも安全な場所ではなくなりました。学校としても、門のロックや防犯カメラの設置、訓練など対策はとっていますが、どんな方法をとっても万全ではありません。子どもを守るためにはどうすればよいか、今後も試行錯誤を重ねていくことが必要です。
Let’s speak English!
外国語担当　マンダ　かおり
本校では、1・2年生は外国語に慣れ親しむ活動として年間10時間、3・4年生は外国語活動とし35時間、5・6年生は70時間、外国語の授業を実施しています。授業はＡＬＴのクリスティーナ先生と外国語担当教員とのティームティーチングで行っています。３・４年生では、英語を「聞く」「話す」力をつけることを目標に、コミュニケーション中心の学習を行っています。５・６年生ではこれに加えて、「読む」「書く」の４技能が求められます。これらの言語活動を通じてコミュニケーションの基礎を養うということに主眼において指導しています。
児童を取り巻く環境が急激にグローバル化したことにより、英語を用いたコミュニケーション能力がますます重要になります。
ALTの先生とコミュニケーションを楽しむ児童が多くとてもうれしく思います。積極的に英語でやりとりする児童が増えるよう、これからも励ましながら指導していきたいと思います。
長なわチャレンジについて
体育行事委員会　小林　渚
５年11月30日（木）12月21日（木）の間、長なわチャレンジを行います。目標は、長縄を飛べるようになったり、リズムよく飛べるようになったりすることです。また、長なわチャレンジはクラスの結束を強めることができます。長縄に取り組むことで、失敗した友達を励ます姿や、タイミングよく飛ぶことが苦手な友達に、みんなで応援する姿、飛べた時には「やったね」「すごい」など、みんなで喜び、称えあう姿が見られるようになります。
　友達同士で力を合わせることの良さを感じながら、「みんなで１番を目指す！」という目標をもって取り組んでまいります。
お知らせ

12月2日（土）は音楽会保護者鑑賞日です。詳細は別途お知らせいたします。
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 １１月の生活目標  


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ともだち),友達)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たの),楽)�しく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かか),関)�わろう。








